








Construction of a Database System about the Kosode Byobu Collection
and Showing Information along Appropriate Stories







































































が所有する 700 万点以上の歴史資料の統合検索に向けた「DPLA」［17］の公開，Google による博物












































































































ティティのタイプ（型）は，「小袖」（ ），「屛風」（ ），「時代」（ ），「地色」（ ），「材質」（ ），
「技法」（ ），「モティーフ」（ ），「寺院」（ ），「裏地裂」（ ），「文献」（ ），「人物」（ ），「コ
レクション」（ ），「場所」（ ），「モード」（ ）の 14 種類である。また，各情報源と統合エン




既存のアーカイブ 小袖屛風 100 隻に関する詳細データ［30］
既存のアーカイブ 既存のアーカイブ［31］における小袖屛風 100 隻に関する基礎的データ
図録 文献［1］における小袖屛風 100 隻に関する解説文など
















小袖 ：H-35-1_R，…， ：H-35-12，…， ：H-35-100
屛風 ：H-35-1，…， ：H-35-12，…， ：H-35-100
時代 ：16 ～17世紀，…， ：江戸前期，…， ：萬治寛文
地色 ：黃，…， ：黒，…， ：鬱金
材質 ：綾，…， ：綸子
技法 ：絞，…， ：友禅染
モティーフ ：お多福，…， ：花卉，…， ：鸚鵡
寺院 ：高野山普賢院，…， ：圓龍寺
裏地裂 ：H-35-908，…， ：H-35-936





























































 （1 ‒ a）と同様







 （1 ‒ c）と同様
（2 ‒ d）高精細画像の閲覧














リックイベントの検知や html タグの生成に関しては JavaScript を用いて実装した。
さらに，高精細画像を容易に扱えるようにするため，高精細画像の拡大・縮小が可能な JavaScript
ライブラリである「Zoomify」［37］を活用することとした。Zoomify では，標準的なタイル画像の
画素数として，256 × 256［pixel］が採用されている。そこで，情報源 における高精細画像を





まず，図 4に小袖屛風データベースの論理スキーマ図を示す。図 4の は表 1 における
























図 5（c）は，情報源 と情報源 における，屛風に貼装された小袖の製作年代に大きな違いの
ある10件のデータを示したものである。情報源 における年代は野村正治郎により1930年代に定
められたものであり，情報源 における年代は国立歴史民俗博物館の専門家により 2000 年代に定

















（1 ‒ a） 小袖屛風の全件表示（図 6（a））




（1 ‒ b） 組合せ検索（図 6（b））






（1 ‒ c） 詳細データの閲覧（図 6（c））
  図 6（c）に詳細データの閲覧画面を示す。図 6（c）では，屛風に貼装された小袖に関する
情報源毎の記載事項を確認することができる。また，ページ中央のタブを切り替えながら
閲覧することにより，各情報源の記載事項を手軽に比較することが可能である。
（1 ‒ d） 高精細画像の閲覧（図 6 （d））





（1 ‒ e） 文様の強調表示（図 6（e））






（2 ‒ a） 小袖屛風の全件表示（図 7（a））





（2 ‒ b） 2 軸による比較（図 7（b））
  図 7（b）に「モティーフ」と「年代」の 2軸による比較画面を示す。図 7（b）では，屛風
に貼装された小袖にあしらわれたモティーフの数の変位に着目することにより，年代によ
るモティーフのあしらわれ方に関する傾向を確認することができる。例えば，「花卉」があ
しらわれた小袖の数は 1600 ～ 1650 年が 14 件中 11 件で最も多く，その後の年代において
は数が減少していることがわかる。これにより，「花卉」は 1600 ～ 1650 年代に人気のあっ
た文様であったことを視覚的に把握することが可能となる。
（2 ‒ c） 詳細データの閲覧（図 7（c））




（2 ‒ d） 高精細画像の閲覧（図 7 （d））

















比較項目 “KoByViewerZ ” “2DTableViewer” 既存のアーカイブ［30］
小袖屛風の全件表示 ○ ○ －
組合せ検索 ○ － △
2 軸による比較 － ○ －
詳細データの閲覧 ○ △ △
高精細画像の閲覧 ○ ○ －































小袖のうち，桃山期に作られた小袖を図 9（c）に示す。図 9（c）より，練緯地の辻が花染小袖 4件
のうち 3件，すなわち約 8割の小袖が桃山期のものであったことがわかる。これにより，練緯地の
辻が花染小袖は桃山期の主流であったことが，データ件数の占める割合からも確認された。








続いて，辻が花染小袖の 1つである「H-35-3 扇面散模様小袖」の高精細画像拡大画面を図 9（e）
に示す。KoByViewerZ または2DTableViewer のどちらを用いても高精細画像にアクセス可能であ
る。このように高精細画像を拡大することで，文様のあしらわれ方などを視覚的に把握することが
可能である。また，図 9 （e） に対する「雲」の強調表示画面を図 9（f）に示す。図 9（f）より，こ






KoByViewerZ による摺箔の検索例を図 10（a）に示す。図 10（a）では，摺箔が施された 18 件
の小袖が閲覧可能である。次に，摺箔が施された 18 件の小袖のうち，材質に綸子が用いられたもの
を図 10（b）に示す。図 10（b）より，摺箔が施された 18 件の小袖のうち 15 件，すなわち約 8割の
小袖に綸子が用いられていたことがわかる。これにより，摺箔と綸子は相性の良い組合せであった
ことが示された。また，これらの小袖のうち，江戸前期に作られた小袖を図 10（c）に示す。図 10
（c）より，綸子地に摺箔が施された小袖 15 件のうち 13 件，すなわち約 8割の小袖が江戸前期のも
のであったことがわかる。これにより，綸子地に摺箔が施された小袖は江戸前期の主流であったこ
とが確認された。














KoByViewerZ による絞と刺繡の検索例を図 11（a）に示す。図 11（a）では，絞と刺繡が施され
た 58 件の小袖が閲覧可能である。次に，絞と刺繡が施された 58 件の小袖のうち，材質に綸子が用







された小袖 46 件のうち 45 件の小袖が江戸前期～中期のものであったことがわかる。これにより，
綸子地に絞と刺繡が施された小袖は江戸前期～中期の主流であったことが示された。



















KoByViewerZ による友禅染の検索例を図 12（a）に示す。図 12（a）では，友禅染が施された 13
件の小袖が閲覧可能である。次に，友禅染が施された 13 件の小袖のうち，材質に縮緬が用いられた





























































（ステップ 1） KoByViewerZ を用いて，主題とするテーマに基づいてデータを絞り込みながら，出
力されたデータ件数の変化を確認する






























（５）――Database Management System. データベース
管理システム。
（６）――名前の由来：Kosode Byobu Viewer  with 
Zoomify の略。
（７）――名前の由来：2  Dimension Table Viewer の略。
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Recently, publication of digital archives for historical materials has progressed. Accordingly, 
anyone can browse data about each historical material. The Kosode Byobu collection is one such 
historical materials, exhibiting clothing and fashion culture around the Edo period. Nevertheless, 
appropriate stories edited by experts are necessary for deep understanding of historical materials like 
the Kosode Byobu collection. Furthermore, various data sources by experts are also necessary to 
browse historical materials along appropriate stories. Therefore, we constructed a database system 
about the Kosode Byobu collection, using various data sources by experts. As a result, we were able 
to show information along appropriate stories edited by experts.
Key words: Digital Archives, Cultural Properties Database, Museum Exhibitions, High Definition 
Images, Arousing Interest
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Construction of a Database System about the Kosode Byobu Collection 
















































































































［dpi］で再スキャンすることにより得られた，19,513 × 15,512［pixel］の JPEG画像 100 枚である。
我々はこの情報源 から，画像ファイル名，縦幅，横幅の 3項目に関するデータを入手した。
また，情報源 と情報源 のデータを併せて分析した結果，図A-4 のようなスキーマ図が得
られた。
図A-4　 情報源 （画像特徴量）と情報源 （高
精細画像）におけるスキーマ図
屛風へ
屛風
屛風
